
史
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ー
1
鳩
居
堂
熊
谷
信
吉
宛
1

竹

村

房

子

尚 順 書 翰

　
こ
の
書
翰
は
、
最
後
の
琉
球
国
王
尚
泰
の
第
四
子
尚
順
よ
り
鳩
居
堂
熊
谷
信
吉

宛
に
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
熊
谷
信
吉
子
孫
、
熊
谷
直
英
氏
が
所
蔵
し
て
お
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
尚
順
の
書
翰
は
全
部
で
百
二
十
余
通
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
年

代
の
は

っ
き
り
し
て
い
る
古
い
も
の
か
ら
順
に
紹
介
し
、
今
回
紹
介
し
き
れ
な
い

書
翰
に
つ
い
て
は
次
稿
に
譲
り
た
い
と
思
う
。

　
鳩
居
堂
は
、
京
都
市
上
京
区
姉
小
路
上
ル
の
江
戸
時
代
よ
り
続
く
、
薫
香

・
筆

墨
の
老
舗
で
あ
る
。

　

付
、
封
筒
の
書
き
方
に
つ
い
て
は
、
○
は
封
筒
表
、
△
は
封
筒
裏
を
示
す
。

　
　
　
旧
字
は
当
用
漢
字
に
改
め
た
。

　
書
翰
を
紹
介
す
る
前
に
、
残
さ
れ
て

い
る
資
料
か
ら
尚
順
と
は
ど

の
よ
う
な
人

物
だ

っ
た
の
か
、
み
て
み
よ
う
。

　
尚
順
は
明
治
六
年
生
ま
れ
で
、
明
治
十
二
年
六
歳
の
時
に
廃
藩
置
県
を
経
験
し

て
い
る
。
首
里
城
明
渡
し
の
思
い
出
と
し
て
尚
順
は

『松
山
王
子
遺
稿
』
　
(
一
九

六
九
)
の
中
で
次
の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。

　
　

『廃
藩
置
県
と
い
う
事
件
は
、
私

に
と

っ
て
幼
い
な
が
ら
も
幾

つ
か
の
生
々

　
　
し
い
印
象
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
は
決
し
て
沖
縄
人
の

一
人
と
し
て
言
う
の

　
　
で
は
な
く
、
琉
球
藩
王
尚
泰
の
息
子
と
し
て
、
あ

の
事
件
は
私
の

一
家
に
と

　
　

っ
て
確
か
に

一
つ
の
悲
劇
で
あ

っ
た
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
生
々
し
い
悲
劇

　
　
を
、
た
と
い
そ
れ
が
六
十
年
近
く
の
歳
月
を
経
過
し
た
と
い

っ
て
も
、
私
は

　
　

『首
里
城
明
渡
し
』
と
い
う
芝
居
を
見
た
い
と
い
う
気
持
は
起
こ
ら
な
か

っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
かぐす
く
お
ど
ん

　
　
た
。　
(中
略
)
首
里
城
か
ら
中
城
御
殿
に
移

っ
た
の
は
、
何
日
の
事
だ

っ
た

　
　
ろ
う
か
。
城
の
明
け
渡
し
が
三
月
九
日
だ
か
ら
、
或
は
八
日
の
夜
だ

っ
た
か

　
　
も
知
れ
な
い
。
騒
然
と
し
た
人
々
の
ざ
わ
め
き
と
、
明
る
い
篝
火
と
、
暗
い

　
　
夜
空
と
、
そ
う
し
た
中
を
、
乳
母
に
背
負
わ
れ
て
中
城
御
殿
に
は
い

っ
た
記

　
　
憶
が
あ
る
。
中
城
御
殿
は
御
座
敷
か
ら
廊
下
ま
で

一
杯

の
人
で
あ

っ
た
。
私

　
　
を
背
負

っ
た
乳
母
が
通

れ

な

い
位
の
人
で
あ

っ
た
。
私
は
そ
の
人
々
の
間

　
　
に
、
乳
母
に
背
負
わ
れ
た
ま
工
暗
い
廊
下
の
隅
に
立
ち
つ
く
し
て
、
あ
ち
こ

　
　
ち
に
聞
こ
え
る
鳴
咽
を
夢
の
よ
う
に
聞
い
て
い
た
。
　
(後
略
)
』

　
尚
順
は
明
治
十
八
年
に
十
三
歳
で
初
め
て
上
京
し
た
。
翌
年
に
東
京
九
段
坂
上

富
士
見
町
で
元
服
し
た
。
そ
し
て
そ
の
翌
年
明
治

二
十
年
五
月
に
次
兄
尚
寅
と
共
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史 窓

に
沖
縄
に
帰

っ
た
。

　
明
治

二
十
六
年
、
尚
順
を
社
長
と
す

る
琉
球
新
報
が
創
刊
さ
れ
た
。
尚
順
を
中

　
　
　
　
　

こ
　
え
く
ち
よう
い　
　
たか
みね

心
と
し
て
、
護
得
久
朝
惟
、
高
嶺
朝
教

に
よ

っ
て
経
営
さ
れ
、
沖
縄
最
初

の
言
論

機
関
で
あ
り
首
里
閥
の
代
弁
機
関
で
あ

っ
た
。
明
治
三
十
九
年
、
尚
順
三
十
四
歳

の
時
に
沖
縄
銀
行
を
創
立
し
た
。
ま
た
、
船
会
社
、
食
品
反
物
輸
出
会
社
、
西
新

町
埋
め
立
て
会
社
、
水
産
会
社
、
砂
糖
会
社
等
、
尚
家
の
財
力
を
も
と
に
い
ろ
い

ろ
な
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
熊
谷
と
の
や
り
と
り
の
中
に
、
反
物
に
関
す
る
部
分

も
い
く
つ
か
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
明
治

二
十
九
年
に
は
二
十
四
歳
で
男
爵
を
授
け
ら
れ
、
同
三
十
七
年
に
貴
族
院

議
員
に
当
選
し
た
。
熊
谷

へ
の
書
翰
は
、
書
画
や
骨
董
に
関
す
る
内
容

の
も
の
が

大
部
分
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
の
は
こ
の
貴
族
院
議
員
時
代

で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
議
会
に
出
席
す
る
た
め
な
ど
に
東
京
や
京
都
に
立

ち
寄
る
こ
と
も
多
か

っ
た
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
貴
族
院
議
員
も
二
期
務
め

た
だ
け
で
、
大
正
四
年
に
は
辞
職
し
て
い
る
。
王
子
で
あ
り
財
力
の
あ
る
尚
順
は

閥
族
で
あ
る
と
し
て
沖
縄
の
言
論
界
に
攻
撃
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
し
て
大

正
末
期
に
は
沖
縄
の
経
済
界
の
表
面
か
ら
姿
を
消
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
尚
順
は
熱
帯
植
物
の
栽
培

に
も
興
味
を
持

っ
て
い
た
。
経
済
界
か
ら

姿
を
消
し
た
頃
か
ら
、
桃
原
農
園
の
経
営
に
う
ち
込
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
尚
順
邸

を
中
心
に
土
地
を
切
り
開
き
、
お
よ
そ

三
千
六
百
坪
の
農
業
試
験
場
で
も
あ
る
農

園
で
、
多
く
の
熱
帯
植
物
や
珍
果
、
観
葉
植
物
を
集
め
て
い
た
。
例
え
ば
大
正
十

三
年
に
は
初
め
て
メ
ロ
ン
が
結
実
し
た
。
他
に
も
三
十
万
坪
の
土
地
を
買
い
上
げ

て
、
そ
こ
で
は
お
茶
や
パ
イ
ン
ア

ッ
プ

ル
、

コ
ー
ヒ
ー
等
の
栽
培
を
し
て
い
た
。

鳩
居
堂
に
も
御
所
柿

の
苗
を
送
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。

　
尚
順
は
県
知
事
以
上
の
高
官
や
有
名

な
芸
術
家
が
沖
縄
を
訪
れ
る
と
桃
原
農
園

に
招
き
接
待
を
し
た
。
芸
術
家
と
し
て
は
、
藤
田
嗣
治
、
柳
宗
悦
や
河
井
寛
次
郎

な
ど
も
訪
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
接
待
費
や
様
々
な
諸
経
費
等
で
家
計
は
火
の
車

だ

っ
た
ら
し
い
。

　
沖
縄
戦
が
始
ま

っ
て
も
、
尚
順
は
沖
縄
を
脱
出
せ
ず
、
沖
縄
戦
終
結
直
前
に
壕

内
で
亡
く
な

っ
た
。
集
め
た
古
美
術
品
は
行
方
不
明
で
あ
る
。

　
1
　
明
治
四
十
四
年

一
月
十
目

○
京
都
市
寺
町
鳩
居
堂
　
熊
谷
信
吉
様

(
四
十
四

・
一
・
十
)

△
東
京
麹
町
区
富
士
見
町
ニ
ノ
八

(
四
十
四

・
一
・
十

一
)

拝
啓
　
御
手
帋
井
目
録
小
包
早
速
落
掌
、
御
手
数
の
程
誠
に
難
有
存
上
候
。
第

一

回
祝
典
録
書
蹟
挿
入
の
方
も
御
捜
索

の
上
御
送
達
願
上
度
、
と
り
あ

へ
ず
御
礼
旁

御
願
ま
で
、
如
件
候
　
不
具

　

一
月
七
日
　
　
　
　
　
　
尚
順

熊
谷
信
吉
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

臼
本

　
　
鷺
の
幅

二
何
か
お
も
し
ろ
き
物
有
之
候
は
x
御
心
掛
被
下
度
無
論
　
文
人
物

　
　
唐
人
の
間
に
し
て
幅
は
先
半
切
よ
り
以
下
か
よ
ろ
し
く
候
。

　
2
　
明
治
四
十
四
年
二
月
七
日

○
京
都
市
寺
町
姉
小
路
鳩
居
堂
　
熊
谷
信
吉
殿

△
東
京
麹
町
区
富
士
見
町
ニ
ノ
八
　
尚
順

(
四
十
四

・
二
・
八
)

　
蕪
村
な
ど
に
酒
落
れ
た
小
品
物

ハ
無
之
や
、
御
尋
申
上
候
。

拝
啓
日
に
増
し
御
繁
昌
之
段
、
大
賀
此
事
に
御
座
候
。
扨
先
般
御
送
付
を
願
上
候

京
都
市
山
本
定
切
氏
什
物
目
録
中

二
有
る
、

　
海
屋
緑
蔭
詩
画
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筒 順 書 翰

水
罍

水
画
驫

憩

麹
.心笈
。

　
同
人
雙
松
楼
鶴
　
卓
斎
箱

の
二
品
は
代
価
如
何
程
の
物
に
候
や
。
又
商
売
人
の
手
に
有
之
や
。
若
御
探
知
相

出
来
候
は
ば
、
毎
度
乍
御
手
数
御
し
ら
せ
願
度
、

一
筆
御
依
頼
迄
如
件
、
不
具

　
二
月
七
日
　
　
　
　
　
　
尚
順

熊
谷
信
吉
殿

　
　
此
度
日
本
人
物
も
好
き
出
し
申
候
間
、
何
か
お
も
し
ろ
き
物
有
之
候
節
は
御

　
　
携
帯
願
上
度
候
。

　

3
　
明
治
四
十
四
年
十

剛
月
二
十
九
日

○
京
都
市
寺
町
姉
小
路
鳩
居
堂
　
熊
谷
信
吉
殿

(
四
十
四

・
十

一
・
二
十
九
)

△
神
戸
蓬
莢
舎
　
尚
順

(
四
十
四

・
十

一
・
二
十
九
)

拝
啓
時
下
益
御
清
隆
大
賀
此
事

二
御
座
候
。
扨
先
達
御
約
束
の
大
島
紬
も
一一三
本

買
求
携
帯
致
居
候
間
、
御
上
京
の
上
は
是
非
御

一
覧
被
下
度
、
兼
て
御
願
せ
し
菘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔カ
)

翁
画
の
長
条
幅
は
如
何
、
此
所

二
田
近
竹
邨
。
池
田
桂
仙
。
江
上
瓊
山
。
等
の
非

し
て
佳
な
し
者
有
之
候
は
ば
御
持
上
り
願
度
巾
は
尺
五
以
内
之
者
よ
ろ
し
く
候
。

若
適
当
の
者
無
之
候
は
ば
、
張
り
交
せ
用
之
如
き
小
品
の
マ
ク
リ
者
に
も
ほ
し
く

候
。
先
は
東
上
之
御
知
旁

一
筆
如
件
候
。
不
具

昨
日
晩
之
汽
車
に
て
東
上
之
積
り
、

　
　
　
　
神
一尸
蓬
莢
全
口
に
て

　
十

一
月

二
十
九
日
　
　
　
尚
順

熊
谷
信
吉
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丶画

　
　
本
年
は
御
店
に
て
拝
見
致
候
近
代
書
画
家

の
合
作
帖
は
是
非
御
割
愛
相
成
様

　
　
願
度
思
出
し
の
ま
ま
書
添

へ
候
。

　
4
　
明
治
四
十
五
年
三
月
五
日

○
京
都
市
寺
町
姉
小
路
角
鳩
居
堂
　
熊
谷
信
吉
殿

(
四
十
五

二
二
・
五
)

△
東
京
麹
町
区
富
士
見
町
ニ
ノ
八
　
尚
順

貴
書
拝
誦
、
菘
翁
屏
風
の
伴
熟
考
い
た
し
候
処
、
先
頃
吉
田
氏
の
菘
翁
十

二
枚
張

り
二
百
五
十
三
円
の
落
札
な
ど
に
比
較
し
甚
不
慮
之
感
有
に
て
畢
分
割
之
仲
間
で

も
相
出
成
候
は
ば
兼
て
撰
択
せ
し
二
枚
丈
は
合
参
百
五
十
金
　
艮
壱
枚
百
七
十
五

金
宛
近

ハ
奮
発
可
致
候
。
先
は
御
返
事
迄

一
筆
如
件
　
不
具

展
観
目
録
態
々
御
送
付
難
有
存
上
候
。
其
中
梅
逸
の
山
水
菘
翁

の
墨
蓮
対
山
の
梅

巻
双
鳧
等
写
真
上
尤
面
白
く
覚
の
候
も
、
代
価
の
見
当
不
分

ハ
ツ
キ
リ
御
注
文
致

兼
候
間
、
若
二
百
円
以
内
の
物
な
ら
入
札
試
み
に
て
宜
し
き
か
と
存
候
。

竹
邨
画
伯
の
画
は
成
丈
上
京
中
に
出
来
る
様
切
望
い
た
し
居
候
、
御
依
嘱
の
小
箋

恬
に
落
手
い
た
し
処
が
此
回
生
憎
印
携
帯
不
致
帰
里
の
上
早
速
相
認
め
御
送
付
可

致
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

少
し
て
も

入
札
は
写
真
の
通
り
愈
宜

し
け
れ
ば

願
上
、
若
し
否
点
有
は
全
く
御
止
め
被
下

候
。

　
三
月
五
日
　
　
　
　
　
　尚
順

　
　
用
務
取
込
の
為
延
引
御
宥
察
を
い
の
る

信
吉
殿

　
5
　
明
治
四
十
五
年
三
月
十
五
日

○
京
都
市
寺
街
姉
小
路
鳩
居
堂
　
熊
谷
信
吉
殿

△
東
京
麹
町
区
富
士
見
町
ニ
ノ
八
　
尚
順

(
四
十
五

・
三

・
十
六
)

菘
翁
画
幅

一
覧
い
た
し
処
此
頃
見
し
中
に
は
字
形
も
大
き
く
中
々
立
派
の
出
来
と

存
候

へ
ど
も
絖
本

の
為
に
や
字
に
佳
味
尠
く
遺
感
な
が
ら
御
返
却
い
た
し
候
問
、
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不
悪
御
諒
承
被
下
猶

一
層
佳
味
有
の
方
御
心
掛
願
候
。
目
下
用
事
多
端

一
筆
御
返

事
迄
如
件

不
具

　
　
品
物
は
貴
重
品
扱
い
官
の
平
便
よ
り
差
出
し
候
。
御
受
取
の
上
は
端
書
に
て

　
　
鳥
渡
お
し
ら
せ
い
の
る

　
三
月
十
五
日
　
　
　
　
　
尚
順

信
吉
殿

　
6
　
明
治
四
十
五
年
三
月
二
十
四
日

○
京
都
市
寺
町
姉
小
路
鳩
居
堂
　
熊
谷
信
吉
殿

△
東
京
麹
町
区
富
士
見
町

ニ
ノ
八
　
尚
順

(
四
十
五

・
三

・
二
十
五
)

竹
邨
画
伯
の
揮
毫
慥
に
落
掌
。
毎
々
の
御
手
数
難
有
存
候
。
小
生
出
立

ハ
先

二
十

九
日
の
概
定
に
候
。
右
は
再
三
の
御
尋

に
因
り
遠
慮
な
く
申
上
候
。
尚
其
日
は
行

違

ひ
無
き
様

一
電
差
上
可
申
御
礼
旁
御
返
事
迄
如
件
候
。　

不
具

　
三
月

二
十
四
日
　
　
　
　
鷺
泉

信
吉
殿

　
7
　
大
正

一
年
十
二
月
三
日

○
京
都
市
寺
街
鳩
居
堂
　
熊
谷
信
吉
殿

(
一
・
十
二

・
三
)

△
沖
縄
県
首
里
　
尚
順

(
一
・
十
二

・
八
)

貴
翰
拝
誦
益
御
隆
盛
不
堪
大
賀
の
至
候
。
諒
闇
中
頓
と
雅
界
と
緑
遠
く
甚
寂
寥
を

感
じ
居
候
處
料
ら
ず
目
新
ら
し
き
展
観
目
録
追
て
御
送
投
、
甚
楽
し
く
存
居
候
。

拙
子
も
愈
六
七
日
頃
当
地
発
途
来
十
一ゴ
ニ
日
迄
に
は
着
京
の
予
定
に
候
。
御
色
物

の
無
地
紬
も
、
漸
く
出
處
探
り
当
て
試
に
二
反
程
注
文
、
既
に
出
来
居
候
間
、
右

様
御
承
知
被
下
度
、
序
に
下
記
人
々
の
書
画
に
佳
品
あ
ら
ば
、
御
出
京

の
砌
是
非

御
携
帯
願
度
御
返
事
旁
御
依
頼
迄
如
件
候
　
不
具

　

一
山
陽
　
菘
翁
　
半
江
の
書
又
は
画

　
　
　
詩
箋
又
は
小
切
の
類
　
竪
小
掛
額
用

　

一
信
天
翁

竹
邨

鉄
斎
の
佳
作

幅

　
　
　
凡
作
と
尺
五
以
上
の
巾
広
物
は
不
要

　

一
菘
翁
画
名
作

　
　
　
此
は
幅
に
限
ら
ず
額
に
て
も
好
し

　
　
　
然
し
数
十
字
の
物
十
字
以
内
の
額
所
持
し
居
る
に
因
り
不
要

　
十

一
月
三
日
　
　
　
　
　
鷺
泉

熊
谷
信
吉
殿

　
　
昨
年
杉
浜
さ
ん
の
注
文
の
如
き
莨
盆

】
対
ほ
し
く
候
間
、
佳
な
る
者
あ
ら
ば

　
　
併
せ
て
御
心
掛
け
置
願
上
候
。
出
立
前
大
多
忙
、
乱
文
筆
御
推
読
を
い
の
る

　
○
熊
谷
信
吉
殿
　
△
尚
順

松
葉
鰈
慥
に
領
収
、
御
手
数
を
謝
上
候
。
山
陽
小
点
は
手
取
り
百
五
十
円
で
無
け

れ
ば
当
分
売
却
見
合
す
べ
く
候
間
、
右
様
御
諒
承
願
上
候
。
先
は
要
旨
の
み
　
不

具　
〔マ
マ〕

　
月
日
　
　
　
　
　
　
　

鷺
泉

信
吉
様

　
8
　
大
正

一
年
十
二
月
三
十

一
日

○
京
都
市
姉
小
路
寺
町
鳩
居
堂
　
熊
谷
信
吉
殿

△
東
京
麹
町
区
富
士
見
ニ
ノ
八
　
尚
順

(
二

・
一
・
一
)

謹
啓
無
事
御
帰
洛
の
事
と
祝
し
存
上
候
。
扨
東
京
に
て
御
話
有
之
候
讃
の
磨
減
せ

し
と
申
す
竹
里
扇
面
洳
若
出
来
も
宜
し
く
価
も
割
安
に
候
は
ば
㍉

先
見
本
と
し
て
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取
り
置
度
存
候
間
、
何
と
か
御
周
旋
願

ハ
非
ず
や
。
又
西
園
寺
候

の
御
揮
毫
は
偏

に
貴
殿
を
頼
に
い
た
し
居
候
間
、
是
又
機
会
毎
に
宜
し
く
御
尽
力
被
下
度
思
出
し

の
ま
二
兼
て
御
依
頼
迄
如
件
候
　
不
具

　
　
先
当
分
理
想
の
者
出
て
来
る
間
は
扇
面
又
は
小
メ
ク
リ
の
如
き
者
集
め
置
度

　
　
候
問
、
其
御
積
り
に
御
捜
し
願
度
菘
翁
画
の
扇
も
御
心
掛
け
願
度
、
此
は
出

　
　
来
宜
し
く
候
は
ぽ
幾
枚
に
も
取
り
置
度
候

　
十
二
月
三
十
日
　
　
　
　
鷺
泉

熊
谷
信
吉
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
マ
マ
∪

○

(葉
書
)
京
都
市
寺
町
姉
小
路
九
鳩

堂
　
熊
谷
信
吉
様

(
二

・
一
・
一
)
東
京

市
麹
町
円
富
士
見
町
ニ
ノ
八
　
尚
順
家

　
奥
原
宗
仁

△
竹
邨
先
生
へ
御
籍

の
揮
毫
小
品
控

(丈

九

寸

巾
六
寸
五
分
)
に
訂
正
致
度
申
さ
れ
候

に
付
、
右
様
御
承
知
被
下
度
此
段
御
通
知
申
上
候
。
早
々

　
十
二
月
三
十

一
日

　
9
　
大
正
二
年

一
月
十
二
日

○
京
都
市
寺
街
鳩
居
堂
　
熊
谷
信
吉
様

(
二
・
一
・
十
二
)

△
東
京
麹
町
区
富
士
見
町
ニ
ノ
八
　
尚
順

(
二

・
一
・
十
三
)

貴
書
拝
読
。
竹
邨
内
藤
各
先
生
の
揮
毫
早
速
御
依
頼
被
下
難
有
存
上
候
。
莨
盆
の

材
は
第

一
蓋
物
木
舞
葡
萄
頃
が
紫
檀
の
理
想
に
候
間
、
新
年
御
多
忙
の
際
な
が
ら

今

一
応
御
探
し
願
度
、
火
入

ハ
全
然
古
物
無
之
ば
適
合
の
新
物
も
可
宜
候
。
然
し

成
丈
は
粗
な
り
と
も
少
し
は
古
味
有
る
方

ほ
し
く
候
。

何
時
頃
御
入
京
相
成
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む　　む　　む　　む

や
、
目
下
斯
界
甚
落
寞
甚
淋
し
く
感
じ
居
候
。
是
非
半
江
竹
田
菘
翁
等
の
扇
面
は

御
携
霜

成
度

又
鉄
斎
の
小
・芳

暦
赤
絵
の
小
蕩

紕
蹴
繰

糴

蓊

少
御
心

掛
け
願
度
、
先
は
匆
々
御
返
事
迄

一
筆
如
件
　
不
具

　

一
月
十
二
日
　
　
　
　
鷺
泉
生

熊
谷
信
吉
殿

　
　
因
に
万
暦
赤
絵
は
成
丈
は
陳
列
に
も
出
来
る
小
梶
又
は
茶
入
な
ど
、
存
候

へ

　
　
ど
も
若
斯
様
の
物
無
く
ば
小
皿
又
は
茶
椀

の
離
れ
物
等
に
も
不
苦
候
。
右
は

　
　
参
考
の
見
本
に
す
る
が
第

一
の
目
的
に
て
、
上
手
の
者
な
ら
ば
蓋
物
の
種
類

　
　
は
論
ぜ
ぬ
積
り
に
候
問
、
為
様
に
予
御
承
知
願
上
候
。

　
　
展
観
相
始
り
候
は
ば
目
録
御
送
投
願
上
候
。

　
10
　
大
正
二
年

圏
月
十
五
日

〔
マ
マ
Ψ

○
市
都
市
寺
町
鳩
居
堂

△
東
京
麹
町
区
富
士
見
町
ニ
ノ
八
　
尚
順

(
二
・
一
・
十
六
)

前
略
、
毎
度
乍
御
手
数
画
帖
用
と
し
て
鉄
斎
翁
の
小
画

一
枚
更
に
御
依
頼
願
度
、

潤
は
三
十
金
程
度
に
て
小
絹
寸
法
は
過
日
竹
邨
先
生

へ
依
嘱

せ

し
通

り
に
願
度

候
。
又
莨
盆
は
座
官
開
ら
の
都
合
も
有
之
候
間
、
及
丈
早
く
出
来
る
様
御
骨
折
被

下
度
直
発
的
注
文
無
遠
慮
に
過
候
段
は
不
悪
御
推
諒
い
の
り
候
　
不
具

猶
、
種
々
乍
御
迷
惑
、
鉄
斎
翁

へ
の
前
潤
は

一
時
御
立
替

へ
願
度
、
又
兼
て
御
依

頼
の
同
翁
若
画
の
小
凾
も
是
非
御
心
掛
願
度

万
暦
赤
絵
は
小
瓶
小
丼

の
如
き
者
に
恰
好
の
品
無
之
候
は
ば
、
水
入
又
は
皿
の

一

箇
当
り
に
て
可
直
候
。
尤
上
手
の
品
に
て
十
分
見
本
に
可
相
成
品
物
な
ら
ば
、
多

　
　
　
　

〔
マ
マ)

少
の
キ
ズ
ツ
イ
フ
ン
位
は
辛
抱
可
致
、
序
に
書
添

へ
御
願
致
し
候

　

一
月
十
五
日
　
　
　
　
尚
鷺
泉

熊
谷
信
吉
殿
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11
　
大
正
二
年

繭
月
三
十
日

○
京
都
市
寺
町
姉
小
路
鳩
居
堂

(
二
・
一
・
三
十
)

△
東
京
麹
町
区
富
士
見
町
ニ
ノ
八
　
尚
順

前
略
、
過
日
送
付
相
成
る
様
御
通
知
有
之
た
る
春
慶
塗
莨
盆
は
如
何
相
成
候
や
、

又
他
に
は
何
ぞ
御
心
当
り
の
品
出
で
申
さ
ず
や
、
近
頃
頓
と
御
消
息
無
き
ま
ま
鳥

渡
御
尋
申
上
候
　
不
具

　

一
月
三
十
日
　
　
　
　
　
尚
順

熊
谷
信
吉
殿

　
　
何
日
頃
御
上
京
相
成
候
や
　
此
又
伺
い
上
候

　
12
　
大
正
二
年
二
月
二
日

○
京
都
市
寺
町
鳩
居
堂
　
熊
谷
信
吉
殿

(
二

・
二
・
二
)

△
東
京
麹
町
区
富
士
見
町
二
八
　
尚
順

(
二

・
二
・
三
)

前
略
、
兼
々
御
依
頼
致
置
候
　
莨
盆

の
儀
未
に
相
当
之
者
無
之
候
は
ば
、
今
度
は

東
京
に
て
捜
索
致
し
見
る
可
く
重
複
に
成
候
と
も
不
都
合
に
付
御
尋

い
た
し
候

間
、
至
急
御
回
答
願
上
候

　
二
月
二
目
　
　
　
　
　
鷺
泉
生

熊
谷
信
吉
殿

　
13
　
大
正
二
年
二
月
四
目

○
京
都
市
寺
街
鳩
居
堂
　
熊
谷
信
吉
殿

(
二

・
一一
・
四
)

△
東
京
麹
町
区
富
士
見
町
ニ
ノ
八
　
尚
順

(
二
・
二

・
五
)

瑤
書
拝
読
、
春
慶
塗
莨
盆
御
送
り
被
下
候
由
毎
々
の
御
手
数
難
有
存
上
候
。
就
て

は
品
物
撫
覧
之
上
成
丈
夫
々
取
極
る
程
に
致
且
火
入
を
東
京
に
て
適
合
の
物
買
入

可
申
候
間
、
占
様
御
諒
知
被
下
度
議
会
も
果
し
て
扇
敷
く
相
成
候
は
ば
小
生
も
十

五
六
日
頃
帰
途
に
就
く
心
得
い
た
し
居
候
　
折
返
し
御
返
事
迄
如
件
　
不
具

二
月
四
日
夜
　
　
　
　
　
　鷺
泉

熊
谷
信
吉
様

　
14
　
大
正
二
年
二
月
七
日

○
京
都
市
寺
街
鳩
居
堂
　
熊
谷
信
吉
殿

(
二

・
二

・
七
)

△
麹
町
区
富
士
見
町
ニ
ノ
八
　
尚
順

(
二

・
二

・
八
)

謹
啓
、
御
送
付
の
莨
盆
按
手

一
嘸
い
た
し
候
處
、
少
々
不
足
の
点
有
之
乍
遺
感

一

先
御
返
還
い
た
し
候
間
、
不
悪
御
諒
承
被
下
度
委
細
は
御
出
京
到
顔
の
時
に
可
譲

候
。
来
客
中
略
筆
　
御
覧
を
乞
ふ

　

二
月
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　鷺
}泉

熊
谷
信
吉
殿

　
　
　
　
　
　
　
〔
マ
マ
)

　
15
　
大
正
二
年
三
月

嗣
日

○
京
都
市
寺
街
鳩
居
堂
　
熊
谷
信
吉
殿

(
二

・
四

・
二
)

△
東
京
麹
町
区
富
士
見
町
ニ
ノ
八

尚
順

(
二
・
四

・
二
)

拝
啓
此
迄
種
々
御
手
数
な
ど
煩
上
難
有
存
上
候
。
小
生
儀
愈
本
月
五
日
東
京
出
発

帰
途
に
就
き
申
候
、
御
用
も
有
ら
ば
其
中
に
仰
せ
聞
さ
れ
度
、

一
筆
御
通
知
の
上

取
込
中
略
筆
御
推
読
を
い
の
る
　
不
具

　
三
月

一
日
　
　
　
　
　
　
尚
順

熊
谷
信
吉
様
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16
　
大
正
二
年
四
月
十
目

○
京
都
市
寺
街
鳩
居
堂
　
熊
谷
信
吉
殿

(
ご

・
四

・
十
)

△
神
戸
海
岸
蓬
莢
舎
　
尚
順

(
二
・
四

・
十
)

謹
啓
、
昨
日
は
遠
方
御
足
労
被
下
難
有
存
上
候
。
偖
床
脇
に
掛
り
居
候
大
雅
水
墨

西
湖
山
水
横
幅
四
五
十
金
位
な
ら
買
求

め
度
候
間
、
右
様
御
含
み
願
候
又
祝
世
録

按
崖
爵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
暦
氈
　
　
　
　
　
　
　後
日

　
菘
翁
双
幅
半
江
双
幅
竹
邨
双
幅
丈
之
落
札
価
格
は
参
考
之
為
乍
御
手
数
是
非
御

通
知
願
度
候
、
注
文
品
は
昨
日
申
上
し
如
く
愈
落
札
い
た
し
候
て
東
京
尚
邸
百
名

宛
に
て
発
送
代
金
御
請
求
被
下
願
候
、
匆
々
要
旨
の
み
如
件
候
　
不
具

　
四
月
十
日
　
　
　
　
　
　
尚
順

熊
谷
信
吉
殿

　
　
小
生
今
夕
愈
出
帆
可
致
候
　
是
よ
り
之
用
は
沖
縄
首
里
区
字
桃
原
村
五
二
七

　
　
宛
に
願
候

　
17
　
大
正
二
年
四
月
十
九
日

○
京
都
市
寺
街
鳩
居
堂
　
熊
谷
信
吉
様

(
二

・
四

・
二
十
)

△
沖
縄
県
首
里
字
桃
原
五
二
七
　
尚
順

(
二

・
四

・
二
十
四
)

謹
啓
、
益
々
御
清
隆
奉
遙
賀
候
。
偖
、

阪
地
入
札
之
結
果
敏
速
御
報
道
被
下
難
有

上
候
。
然
る
に
入
札
品
に
到
て
は

一
品
も
落
札
を
見
ざ
る
由
、
遺
感
無
此
上
と
同

時
に
今
更
奉
安
値
覚
之
額
を
取
入
る
次
第
に
候
。
就
て
は
少
々
未
練
が
ま
し
き
話

に
は
候

へ
ど
も
、
若
小
生
指
定
の
品
物
中
に
商
人
筋
に
落
札
で
も
有
之
候
は
ば
、

多
少
割
増
し
に
も

=

一品
は
得
度
候
。
何
と
か
御
心
配
は
出
来
不
申
哉
、
着
際
取

込
中
不
尽
意
略
筆
偏
に
御
推
読
を
仰
ぐ
　
不
具

　
四
月
十
九
日
　
　
　
　
鷺
泉
生

熊
谷
信
吉
殿

指
定
品
の
中
に
竹
田
は
余
り
に
飛
離
れ
居
り
且
壱
割
り
増
位
に
て
は
持
主
も

同
意
は
六
か
し
か
る
可
く
存
候
。
如
申
粉
点
窪
は
見
本
と
し
て
甚
ほ
し
く
存

候
。
又
負
入
の
幅
と
扇
も

二
割
り
増
位
な
ら
買
い
度
存
候
。

藹
山
竹
邨
御
両
各
家
の
依
頼
品
は
何
卒
時
々
御
催
促
出
来
次
第
は
当
方

へ
御

送
付
願
上
度
候
。

　
18
　
大
正
二
年
六
月
十
四
日

○
京
都
市
寺
街
鳩
居
堂
　
熊
谷
信
吉
殿

(
二
・
六

・
十
四
)

△
沖
縄
県
首
里
字
桃
原
　
尚
順

(
二

・
六

・
二
十

一
)

謹
啓
、
益
御
清
隆
奉
大
賀
候
、
偖
、
藹
山
竹
邨
画
大
小
四
枚
井
に
粉
玄
堂
筆
洗
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(四
十
五
金
)

事
落
手
毎
々
の
御
手
数
難
有
存
上
候
。
筆
洗
代
金
郵
便
替
換
に
て
今
日
御
送
付
い

た
し
候
間
御
査
収
願
度
、
猶
又
宅
氏
之
什
物
落
札
新
聞
切
り
抜
き
慥
に
落
掌
、
高

騰
余
り
の
甚
に
驚
愕
致
し
候
。
予
値
段
の
宜
し
く
な
る
ほ
ど
名
品
も
出
現
可
致
此

逍
は

一
の
愉
快
に
候

へ
ど
も
懐
中
と
の
相
談
が
段
々
六
か
敷
相
成
候
に
は
閉
口
に

候
呵
。

序
に
去
月
十
日
京
都
美
術
倶
楽
部
展
観
内
藤
嘉
右
衛
門
氏
什
品
中
に
山
陽
水
墨
山

　
　
　
頼

水
画
賛
潔
凾
の
幅
は
如
何
程
に
て
落
札
い
た
し
候
や
。
若
し
御
心
当
り
有
之
候
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　　む

ば
鳥
渡
御
報
知
願
度
、
又
先
達
御
話
の
大
阪
某
氏
の
所
持
と
申
す
山
陽
書
画
山
水

扇
図
は
ど
う
し
て
も
買
取
り
は
出
来
不
申
や
、
何
か
山
陽
の
画
品
手
に
入
度
存
候

ま
工
序
に
御
願
い
た
し
候
。
来
室
中
御
挨
拶
旁
匆
筆
御
依
頼
迄
如
件
候
　
不
具

　
六
月
十
四
日
　
　
　
　
　
鷺
泉

熊
谷
信
吉
殿

　
　
目
下
西
園
寺
侯
は
大
抵
京
都
御
在
住
の
由
承
わ
り
候
。
付
て
は
尤
好
き
折
り

　
　
　
　
　
　
　
　

時
々

　
　
と
存
候
聞
、
是
非
御
催
促
。
猶
外
に
も
小
品
位
は
序
に
御
願
置
被
下
度
、
御
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史 窓

願
致
し
候
。

　
19
　
大
正
二
年
九
月
二
十
九
目

○
京
都
市
寺
町
鳩
居
堂

熊
谷
信
吉
殿

(
二

・
九

・
二
十
九
)

△
沖
縄
県
首
里
桃
原
五
二
七
　
尚
順

(
二

・
十

・
七
)

謹
復
、
最
早
大
抵
御
整
理
も
相
片
付
し
事
と
存
候
。
後
来

一
層

の
御
繁
栄
を
祈
上

　
　
　
　
　
　
　

〔カ
)

候
。
湖
南
翁

の
帖
の
潤
も
承
知
い
た
し
候
。
猶
、
兼
々
御
依
頼
せ
し
書
画
冊
は
鉄

斎
繭
山
湖
南
の
三
氏
分
出
来
上
り
居
候

て
、
乍
御
手
数
東
京
の
奥
原
か
又
は
沖
縄

の
小
生

へ
か
何
連
共
御
便
宜
の
方

へ
早
く
御
送
付
被
下
様
願
度
、
御
取
込
み
復
不

堪
恐
縮
候
　
以
上

　
九
月
二
十
九
日
　
　
　
　
鷺
生

熊
谷
信
吉
殿

　
20
　
大
正
二
年
十
月
十
五
日

○
京
都
市
寺
町
鳩
居
堂
　
熊
谷
信
吉
殿

(
二
・
十

・
二
十
九
)

△
沖
縄
県
首
里
　
　
　
　
　
尚
順

拝
復
、
富
久
娘
花
木
の
展
観
目
録
及
兼
て
御
依
頼
之
画
冊
慥
に
領
掌
。
毎
々
の
御

手
数
辱
く
存
上
候
。
右
御
礼
旁
請
取
の
印
迄
に
　
匆
々
　
如
件
候
　
不
具

　
十
月
十
五
日
　
　
　
　

鷺
生

熊
谷
信
吉
殿

　
　
小
生
今
度
之
上
京
を
例
年
よ
り
は
少
し
早
く
相
成
候
筈
に
付
、
湖
南
先
生
其

　
　
他
へ
之
礼
品
及
潤
は
其
折
に
携
帯
御
取
計
願
ふ
際
会
に
候

　
21
　
大
正
二
年
十
月
三
十
日

○
京
都
市
寺
町
鳩
居
堂
　
熊
谷
信
吉
殿

(
二
・
十

・
三
十
)

△
沖
縄
県
首
里
桃
原
五
二
七
　
尚
順

(
二
・
十
一
・
八
)

西
本
願
寺
展
観
目
録
遙
に
御
送
り
被
下
、
毎
度
御
厚
意
誠
に
嬉
し
く
存
上
候
。

偖
、
昨
今
の
新
聞
に
拠
れ
ば
、
此
度
田
中
光
顕
伯
の
什
物
大
阪
に
て
展
観
売
却
相

成
候
由
、
其
中
に
は
少
々
欲
し
き
物
も
有
之
候
間
、
該
目
録
愈
出
候
時
は
早
速
御

送
付
被
下
様
願
度
、
御
礼
旁
御
願
迄

一
筆
如
件
候
　
不
具

　
十
月
三
十
日
　
　
　
　
　
鷺
生

熊
谷
殿

　
　
迂
生
も
今
月
下
旬
に
は
当
地
出
発
上
京
の
予
定
に
候

　
22
　
大
正
二
年
十

闘
月
二
十
七
日

○
京
都
市
寺
街
鳩
居
堂
　
熊
谷
信
吉
殿

(
二

・
十

一
・
二
十
七
)

△
神
戸
海
岸
蓬
莢
舎
　
尚
順

(
二

・
十

一
・
二
十
七
)

兼
々
懸
案
の
菘
翁
鉄
斎
乃
至
扇
面
な
ど
に
は
面
白
き
品
物
は
未
出
ざ
る
や
、

は
何
か

一
つ
は
得
度
焦
慮
致
居
候
間
、

一
御
骨
折
願
度
候

何
れ
又
御
対
晤
之
折
に
巨
細
可
申
陳
候
　
旅
途
多
忙
乱
筆
御
宥
読
を
乞
ふ

今
度

拝
啓
、
其
後
益
御
清
隆
の
事
と
祝
し
上
候
。
小
生
儀
今
期
は
時
着
神
候
て
午
後
六

時
の
汽
車
に
て
東
上
可
致
候
間
、
其
中
早
く
御
出
京
の
程
待
上
居
候
。
偖
、
兼
々

御
依
頼
致
候
田
中
光
顕
伯
之
什
品
展
観
目
録
は
既
に
入
札
は
相
済
み
居
る
様
子
に

候

へ
ど
も
是
非

一
覧
い
た
し
度
存
居
候
間
、
毎
々
乍
御
手
数
何
卒

一
冊
は
御
持
し

御
送
付
願
度
、
御
挨
拶
旁
御
願
迄
匆
筆
如
件
　
不
具

　
　
　
　
神
戸
海
岸
蓬
莢
△
目
に
て
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尚 順 書 翰

　
十
一
月
二
十
七
日
　
　
　
鷺
泉

熊
谷
信
吉
殿

　
　
近
々
鉄
斎
翁
は
じ
め
内
藤
湖
南
先
生
等
へ
の
礼
物
も
携
帯
い
た
し
居
候
。
右

　
　
は
成
丈
貴
殿
御
出
京

の
砌
に
御
渡
し
致
度
存
居
候
間
、
御
差
支
無
之
候
は

　
　
ば
、
其
通
り
に
致
度
併
て
得
貴
意
候
。

　
23
　
大
正
三
年
三
月
十
三
目

○
京
都
市
寺
町
鳩
居
堂
　
熊
谷
信
吉
殿

(
三

・
三

・
十

二
)

△
東
京
麹
町
区
富
士
見
町
ニ
ノ
八
　
尚
順

(
三

・
三

・
十
三
)

粛
啓
、
益
御
清
隆
奉
大
賀
候
。
扨
、
此
度
御
新
築
落
成
付
折
角
乃
御
招
を
忝
う
し

候
処
、
御
承
知
の
如
く
目
下
職
務
繁
忙

の
時
季
に
指
し
乍
遺
感
坐
し
て
筆
洗
を
羨

望
す
る
計
り
に
候
。
且
又
高
隆
乃
記
事

御
送
付
の
新
聞
に
て
承
は
り
雅
縄
忽
京
洛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ば

の
宮
飛
ぶ
を
発
せ
ず
候
、
因
て
後
れ
馳

せ
な
が
ら
追
て
祝
意
を
表
し
度
、

一
筆
如

件

頓
首

　
三
月
十
二
日

　

　

　

鷺
泉

熊
谷

信
吉
殿

　
　
猶
、
何
日
頃
上
京
相
成
候
や
　
兼

て
願
置
候
半
江
扇
面
は
此
度
新
に
御
開
業

　
　
の
紀
念
旁
是
非
御
譲
り
被
下
様
御
取
計
願
度
、
前
に
も
御
話
せ
し
如
く
彼
扇

　
　
の
為
に
は
雲
板
迄
わ
ざ
く

作
ら
せ
其
他
申
述
難
き
焦
心
も
い
た
し
候
間
、

　
　
此
推
応
御
推
察
願
度
小
生
に
も
例
の
如
く
四
月
初
旬
に
は
退
来
の
予
定
に
て

　
　
其
中
に
御
目
に
掛
り
度
切
望
致
居
候
。
多
用
中
乱
筆
御
推
読
い
の
る

　
24
　
大
正
三
年
四
月
十
四
日

○
京
都
市
寺
町
鳩
居
堂
　
熊
谷
信
吉
殿

(
三

・
四

・
十
四
)

△
麹
町
区
富
士
見
町
ニ
ノ
八
　
尚
順

(
三
・
四
・
十
五
)

拝
復
、
折
角
期
待
せ
し
大
師
会
の
流
会
者
遉
に
遺
感
の
極
に
候
。
扨
、
御
尋
の
小

生
出
発
期
は
大
凡
来
る
十
九
か
二
十
日
位
の
積
り
な
れ
ど
も
未
確
定
せ
ず
極
っ
た

ら

一
電
差
出
し
可
申
候
。
竹
田
御
見
せ
の
節
は
兼
て
御
話
の
鳩
居
堂
霍
居
竹
田
半

切
も
参
考
の
為

一
緒
に
拝
見
願
上
度
、
目
下
東
京
は
展
観
連
発
品
物
も
能
く
出
て

相
場
も

一
般
伍
落
の
傾
向
に
候
は
ば
可
成
扁
に
御
仕
入
希
望
候
。
余
地
は
如
何
。

不
取
敢
御
返
事
の
み
　
匆
々
　
不
具

　
四
月
十
四
日
　
　
　
　

鷺
生

熊
谷
信
吉
様

　
　
兼
て
御
依
頼
せ
し
西
園
寺
侯
の
御
揮
毫
は
偏
に
貴
君
の
御
尽
力
に
期
待
し
居

　
　
候
間
、
機
会
を
逸
せ
ぬ
様
是
非
御
骨
折
願
上
候
。
鉄
斎
翁
の
方
も
同
様
願
上

　
　
候

　
25
　
大
正
三
年
四
月
十

一
目

○
京
都
市
寺
町
鳩
居
堂
　
熊
谷
信
吉
殿

△
麹
町
区
富
士
見
ニ
ノ
八
　
尚
順

(
三

・
四

・
十
八
)

　
　
竹
田
山
水
写
真
折
返
し
御
返
し
申
候
　
小
包
に
て
出
候

貴
書
拝
披
、

竹
田
山
水
幅
写
真

一
覧
い
た
し
候
処
、

平
生
理
想
の
者
よ

り
は
少

し
慓
き
感
有
り
　

此
は

一
先
見
合
せ
置
度
候
。

小
生
出
発
期
は

二
十

一
日
夕
方

鞣

籠

嬲

嘆

乃
至
二
+
二
日
神
夏
臨
弊

汽
船
に
て
帰
国
の
途
へ
上
る
可
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
カ
)

候
。
汽
車
之
時
義
は
未
定
に
候

へ
ど
も
大
抵
払
暁
京
都
駅
通
過

の
都
合
多
く
お
互

に
繁
忙
の
時
節
、
形
式
之
事
は
遠
慮

い
た
し
度
候
、

二
十

一
日
は
慥
に
神
戸
に
参

り
候
。
何
か
用
談
は

一
電
差
出
し
て
申
先
は
御
返
事

の
み
　
匆

々
　

不
具

　
四
月
十
七
日
　
　
　
　

鷺
生
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史 窓

熊
谷
信
吉
殿

　
26
　
大
正
三
年
七
月
三
十
日

○
京
都
市
寺
町
鳩
居
堂

熊
谷
信
吉
殿

(
三

・
七

・
三
十

一
)

△
沖
縄
県
首
里
桃
原
五
二
七

酷
暑
乃
続
候
處
、
益
御
清
隆
奉
遙
賀
候
。
此
頃
は
何
か
名
品
は
無
之
候
也
。
又
竹

田
物

の
佳
品
は
御
心
当
り
無
之
や
、
御
尋
い
た
し
候
。
偖
、
東
京
に
て
御
依
頼
の

鉄
斎
翁

へ
の
依
頼
物
未
出
申
さ
ず
や
。
甚
待
兼
居
候
間

一
催
促
願
度
候
。
猶
、
西

園
寺
侯

の
御
揮
毫
も
是
非
時
々
、
御
促
被
下
度

一
筆
御
貴
意
候
　
不
具

　
七
月
三
十
日
　
　
　
　
　
鷺
生

熊
谷
信
吉
殿

熊
谷
信
吉
殿

　
28
　
大
正
三
年
十

一
月
十
日

○
京
都
市
寺
町
鳩
居
堂
　
熊
谷
信
吉
殿

(
三

・
十

一
・
十

一
)

△
沖
縄
県
首
里
桃
原
　
尚
順

(
三

・
十

一
・
十
九
)

謹
啓
、
益
御
繁
昌
不
堪
遙
賀
候
。
偖
、
此
度
展
観
目
録
態
々
御
送
付
お
も
し
ろ
く

拝
見

い
た
し
候
。
然
ば
先
般
来
屡
御
促
し
候
鉄
斎
翁
の
揮
毫
待
兼
居
候
間
早
く
出

来
る
様
御
督
促
相
成
度
、
小
生
も
今
月
末
に
は
着
京
の
予
定
に
候
。
右
御
尋
旁
御

挨
拶
迄
如
件
候
　
不
具

　
十

一
月
十
目
　
　
　
　

鷺
泉

熊
谷
信
吉
殿

p
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27
　
大
正
三
年
八
月
二
十
九
日

○
京
都
市
寺
町
鳩
居
堂
　
熊
谷
信
吉
殿

(
三

・
八

・
二
十
九
)

△
沖
縄
県
首
里
桃
原
五
二
七
　
尚
順

(
三

・
九

・
三
)

謹
復
、
御
恵
送
の
祝
を
禄
草
書
出
写
真
慥
に
落
掌
。
毎
々
の
御
厚
意
を
謝
し
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(カ
)

偖
、
先
般
御
送
り
被
下
候
竹
田
春
樵
に
幅
は
今
春
東
京
に
も

一
覧
竹
田
画
舟
中
の

人
物
が
頗
異
様
に
て
気
に
叶
は
ざ
る
段
御
返
事
せ
し
品
物
に
て
、
手
数
を
省
く
為

東
京

の
奥
原
を
以
て
御
通
付
さ
る
様
申
遣
し
置
候
に
因
り
、
ふ
日
御
送
付
さ
る
筈

と
存
候

へ
ば
右
様
御
諒
承
、
更
に
竹
田
物
の
佳
作
御
心
掛
け
願
候
。
近
々
通
常
議

会
も
近
づ
き
候
ま
玉
其
折
東
京
に
て
委

曲
可
申
陳
、
鉄
斎
翁
の
揮
毫
は

一
日
千
秋

の
思

い
に
も
侍
ち
詫
び
候
間
、
乍
御
繁
忙
時
々
御
督
促
願
度
不
取
敢

一
筆
御
通
詞

の
み
　
匆

々
　

ふ
尽

　
八
月

二
十
九
日
　
　
　
　
鷺
生

　
29
　
大
正
三
年
十

一
月
二
十
九
日

○
京
都
寺
町
鳩
居
堂
　
熊
谷
信
吉
殿

(
三

・
十

一
・
二
十
九
)

△
大
阪
に
て
　
尚
順

(
三

・
十

一
・
二
十
九
)

粛
啓
、
昨
日
は
種
々
御
手
数
を
煩
し
名
什
拝
観
毎
々
御
厚
志
難
有
存
候
。
廷
生
儀

愈
本
日
午
後
の
汽
車
に
て
東
上
い
た
し
候
間
、
右
様
御
承
知
願
候
。
来
月
御
東
上

の
時
迄
に
は
何
か
竹
田
物
の
名
品
御
捜
し
携
帯
願
度
、
序
に
昨
日
拝
見
せ
し
竹
田

花
鳥
水
墨
と
青
磁
の
筆
筒
今

一
度
拝
見
い
た
し
度
候
間
、
御
持
ち
願
度
候
。
海
屋
山

水
は
近
頃
罕
観
の
幅
に
存
候

へ
ど
も
価
慮
外
に
高
き
感
な
る
是
が
遺
感
の
極
み
に

候
。
何
と
か
方
法
は
無
之
者
に
や
。
先
は
匆
々
御
挨
拶
迄

一
筆
如
件
候
　
不
具

宋
元
物

の
山
水
小
品
に
何
ぞ
御
心
当
り
は
無
之
候
や
、
無
論
北
宗
向
に
て
宜
し
く

候
。
鉄
斎
翁
は
早
く
出
来
る
様
更
に
御
含
を
願
上
候
。

　
十

一
月
二
十
九
日
　

　
　
鷺
泉



熊
谷
信
吉
殿

　
30
　
大
正
四
年

一
月
十
七
日

○
京
都
市
寺
町
鳩
居
堂
　
熊
谷
信
吉
殿

(
四

・
一
・
十
七
)

△
東
京
麹
町
区
富
士
見
町
ニ
ノ
八
　
尚
順

(
四

・
一
・
十
八
)

貴
書
拝
誦
。
偖
、
御
繁
栄
不
堪
承
賀
候
。
扨
、
鉄
城
先
生
蔵
幅
観
覧
の
件
早
速
御

談
じ
被
下
辱
し
と
存
上
候
。
然
る
に
今
回
は
種
々
の
都
合
に
因
り
出
発
期
不
定
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔カ
〕

或
は
二
十
六
七
日
頃
に
相
成
事
被
思
、
確
乎
た
る
御
前
約
出
来
兼
候
間
、
鉄
城
氏

の
方
は
次
の
上
京
に
い
た
し
度
不
取
敢
御
返
詞
迄

一
筆
如
件
候
　
不
具

　

一
月
十
七
日
　
　
　
　
尚
鷺
泉

熊
谷
信
吉
殿

　
32
　
大
正
四
年

一
月
二
十
八
日

○
京
都
市
寺
町
鳩
居
堂
　
熊
谷
信
吉
殿
　
着
過

(
四

・
一
・
二
十
八
)

△
東
京
麹
町
区
富
士
見
町
ニ
ノ
八
　
尚
順

(
四

・
一
・
二
十
九
)

前
略
、
迂
生
出
発
の
期
日
只
今
漸
く
決
定
、

二
月

一
目
午
前
中
に
入
洛
停
車
場
位

に
て
午
餐
を
済
し
、
直
ち
に
鉄
城
翁

へ
参
る
様
い
た
し
度
候
間
、
御
諾
否
は
乍
御

手
数
電
報
に
て
御
答
え
願
度
、
若
御
差
閊
え
に
も
有
之
候
て
他
に
用
事
果
す
都
合

有
之
可
成
速
に
御
返
事
送
る
様
願
上
候
。
不
具

　

一
月
二
十
八
日
　
　
　
　
尚
順

熊
谷
信
吉
殿

　
　
入
洛
汽
車

の
時
義
を
更
に
着
神
の
上
電
話
又
は
電
信
に
て
御
通
知
可
致
船
は

　
　

二
日
出
る
予
定
に
候
。

尚 順 書 翰

　
31
　
大
正
四
年

一
月
二
十
五
日

○
京
都
市
寺
町
鳩
居
堂
　
熊
谷
信
吉
殿

(
四

・
一
・
二
十
五
)

△
東
京
麹
町
区
富
士
見
町
ニ
ノ
八
　
尚
順

(
四

・
一
・
二
十
六
)

粛
啓
、
枠
名
鉄
城
翁
什
幅
の
件
、
折
角

の
御
話
に
因
り
何
か
繰
り
合
せ
拝
見
致
す

事
決
し
可
申
候
間
、
空
き
行
違
ひ
無
き
様
御
折
合
せ
願
置
候
。
尤
目
下
海
上
汽
蒸

の
時
節
ゆ

へ
便
船
の
着
神
稍
確
定
致
兼
候

へ
ど
も
大
抵
本
月
三
十
日
又
は
三
十

一

日
頃
に
存
候
何
に
確
定
次
第
は
更
に
御
通
知
に
申
候
間
右
様
御
承
知
被
下
度
、
先

ハ
御
返
事
迄
如
件
候
　
　
　
尚
順

　
熊
谷
信
吉
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あら
ば

　
　
鶏
の
絵
又
懸
案

の
極
彩
色
鳥
幅
若
所
持
兼
て
よ
り
出
置
頂
く
様
願
度
、
尤
鶏

　
　
の
図
は
着
色
水
墨
に
不
拘
面
白
き
物
を
ほ
し
く
候
。
序
あ
ら
ば
知
家
の
尚
昌

　
　
も
同
伴
可
申
候
。
何
分
宜
し
く

　
33
　
大
正
四
年
二
月
六
日

○
京
都
市
寺
町
鳩
居
堂
　
熊
谷
信
吉
殿

△
鹿
児
嶋
市
海
岸
池
畑
方
　
尚
順
　
第

一
報

(
四

・
二
・
七
)

粛
啓
、
前
報
申
述
候
如
く
折
角
御
急
き
の
處
、
押
返
し
交
渉
を
煩
し
上
に
も
御
気

の
毒
に
存
じ
候

へ
ど
も
指
定
の
幅
全
部
本
家
に
て
引
受
る
者
と
す
れ
ば
大
金
の
買

物
に
て
、
是
非
品
物
は

一
応
家
職
の
拾
覧
を
経
て
始
て
決
定
す
内
規
あ
り
。
手
続

甚
面
倒
な
る
上
御
急
き
の
事
も
御
察
し
申
候
為
、
可
成
早
く
纏
る
様
致
度
儀
、
帰

県
の
上
面
倒
の
事
情
も
有
之
候
節
は
小
生
半
分
の
責
任
を
負
う
覚
悟
に
て
種
々
苦

心
の
末
申
出
し
条
件
な
れ
ば
、
此
事
情
御
推
諒
願
度
、
今
回
之
価
付
は
当
際
の
相

場
よ
り
申
せ
ば
、
先
方
の
名
声
に
対
し
大
に
見
上
し
積
り
に
信
じ
居
候
は
ば
、
此

際
蘿

譲
歩
か
又
は
革馴
記
の
京
鑷

幣

係
り
て
貰
ふ
か
躔

の
間
に
御
斡
旋

出
来
成
す
に
於
て
は
、
急
に
運
ば
せ
難
き
事
惰
有
之
、
種
々
御
借
に
手
数
を
費
し

375



史　　窓

発
方
迷
惑
の
事
に
存
候
ま
玉
更
に
御
通
知
致
し
候
次
第
不
悪
御
承
知
願
度
候
　
不

具　
二
月
六
日
　
　
　
　
　

尚
順

熊
谷
信
吉
殿

　
　
若
此
申
出
に
て
不
調
に
候
て
一
幅
つ
つ
価
を
付
し
御
通
報
願
度
立
に
も
半
分

　
　
以
上
聯

必
須
載
の
蕚

有
之
候

然
し
余
り
高
価
霜

成
り
て
雋

様
の

　
　
事
な
れ
ば
此
処
は
可
然
御
取
計
願
度
、
船
に
て
出
帆
に
付
多
意
不
盡
宜
し
く

　
　
御
推
読
い
の
る

　
34
　
大
正
四
年
二
月
七
日

○
京
都
市
寺
町
鳩
居
堂
　
熊
谷
信
吉
殿

(
四

・
二

・
五
)

△
鹿
児
島
市
海
岸
池
畑
　
尚
順
　
第

二
便

(
四

・
二

・
七
)

貴
書
拝
見
、
巨
細
の
事
は
既
に
手
数
差
出
し
置
候
に
付
其
通
り
御
承
知
被
下
度
、

尤
大
金
の
支
出
ゆ

へ
確
定
の
処
は
帰
県
家
職
の
協
議
を
経
主
人
の
認
可
を
得
ず
は

手
続
難
致
候
間
、
右
様
御
承
知
被
下
度
先
は
御
返
事
迄
如
件
候
　
不
具

　
二
月
五
日
　
　
　
　
　
　
尚
順

熊
谷
信
吉
殿

　
　
天
候
の
為
、
出
帆
昨
日
に
延
期
の
旨
只
今
船
よ
り
通
知
を
受
け
候
。
就
て
は

　
　
着
県
は
八
日
頃
と
存
候
間
、
其
御
積
り
に
願
上
候
。

　
35
　
大
正
四
年
二
月
四
日

○
京
都
市
寺
町
鳩
居
堂
　
熊
谷
信
吉
殿

(
四

・
二

・
六
)

△
鹿
児
島
海
岸
池
畑
方
　
尚
順
　
第
三
報

(
四

・
二

・
八
)

謹
啓
、
貴
電
拝
承
。
早
速
御
返
事
被
下
忝
く
存
上
候
。
偖
、
鉄
城
先
生
什
幅
引
受

に
関
し
熟
考

い
た
し
候
は
ば
、
当
分
本
家
に
て
も
書
画
に
対
し
壱
万
金

の
支
出
は

頗
都
合
悪
し
く
場
議
甚
面
倒
に
て
大
部
分
小
生
も
引
受
ね
ば
纏
り
兼
る
事
情
有
之

に
付
、
彼
の
中
に
李
都
水
墨

「
秋
邨
山
雨
図
」
と
金
箋
扇
面
帳
の
二
点
之
儀
賀
事

か
又
は
兼
て
小
生
評
価
の
通
り
八
千
七
百
五
十
円
に
負
て
貰
う
か
両
様
の
間
に
御

尽
力
願
度
、
李
都
山
水
幅

は
一
覧

の
積
り
に
て
手
帳
に
も
記
し
置
候
處
、
全
く
失

念
せ
し
次
第
ゆ
え
右
様
御
諒
承
被
下
度
、
幸
ひ
其
通
り
決
定
い
た
し
候
て
帰
県
の

上
、
早
速
協
定
主
人

の
許
を
経
て
其
手
続
可
申
上
此
毅
得
貴
意
候
。
猶
、
右
の
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
々

件
に
て
成
立
不
致
候
は
ば
本
家
と
し
て
は
物
品
整
理
上
是
非
附
価
の
上
取
捨
す
る

此
議
論
も
生
ず
可
く
発
方
其
面
倒
ゆ
え
高
く
は
前
記
の
条
件
な
る
も
の
は
若
帰
県

の
上
本
部
の
協
議
不
纏

の
場
合
は
小
生
責
任
を
負
う
覚
晤
に
て
御
通
知
致
候
間
、

此
事
情
不
悪
御
諒
察
願
度
、
尤
李
都
の
幅
は
南
家
名
画
宛
に
掲
載
有
之
写
真
の
上

に
て
は
暈
染
芒

く
色
も
黒
き
様
に
存
候
。
宗
元
帳
高
甚
佩
細
花
鳥
幅
は
深
き
て

は
多
分
協
議

の
結
果
、
小
生
の
責
任
と
相
成
も
不
知
旁
非
常
に
苦
慮
い
た
し
居
候

間
、
此
事
態
御
推
量
願
度
、
要
旨
の
み
、
匆
々
　

不
具

　

二
月
四
日

熊
谷
信
吉
殿

　
36
　
大
正
四
年
二
月
十
七
日

○
京
都
市
寺
町
鳩
居
堂
　
熊
谷
信
吉
殿

(
四

・
二

・
十
七
)

△
沖
縄
県
首
里
桃
原
五
二
七
　
尚
順

(
四

・
二

・
二
十
六
)

貴
雲
井
貴
電
落
掌
、
種
々
御
骨
折
の
段
忝
く
存
上
候
。
此
度
は
貴
殿
も
御
苦
し
か

っ
た
で
し
ょ
う
が
小
生
も
随
分
苦
し
か
ら
し
事
情
有
之
候
、
委
細
は
御
面
会

の
機

に
可
申
上
候
。
代
金
支
払

の
手
続
は
東
京
邸
百
名
氏
よ
り
差
上
る
様
都
合

い
た
し

置
候
間
、
右
様
御
諒
承
被
下
度
、
着
際
討
究
蝟
集
寸
暇
無
く
要
旨
の
み
如
件
、
不
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具　
二
月
十
七
日
　
　
　
　
　
尚
順

熊
谷
信
吉
殿

　
　
鉄
城
先
生
に
も
将
来
御
懇
意
に
い
た
し
時
危
介
、
敢
御
返
事
迄
如
件
候
。
不

　
　
具

　
五
月

二
十
日
　
　
　
　
　
尚
順

熊
谷
信
吉
様

　
以
上
、
尚
順
よ
り
鳩
居
堂

へ
の
書
翰

(
明
治
四
十
四
年

一
月
～
大
正
十

一
年
五

月
)
の
う
ち
の
、
大
正
四
年

二
月
十
七

日
付
迄
の
三
十
六
通
を
紹
介
し
た
。
六
歳

に
し
て
琉
球
処
分
と
い
う
憂
き
目
に
合

っ
た
尚
順
は
、
波
乱
の
人
生
の
中
で
の
趣

味
の

一
つ
と
し
て
書
画
骨
董
に
興
味
を
持

っ
て
お
り
、
特
に
今
回
紹
介
し
た
書
翰

の
中
に
は
そ
の
差
し
出
し
住
所
に
沖
縄
県
首
里
以
外
に
東
京
や
神
戸
の
文
字
も
見

ら
れ
、
尚
順
が
貴
族
院
議
員
時
代
に
も
東
京
滞
在
中
や
そ
の
往
復
中
に
も
鳩
居
堂

に
注
文
や
催
促
依
頼
、
問
合
わ
せ
等
の
書
翰
を
頻
繁
に
送

っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ

れ
る
。

　
　

こ
の
稿
を
書
く
に
あ
た
り
、
書
翰
を
快
く
お
貸
し
い
た
だ
い
た
熊
谷
直
英
様
・
八
重
子

　

様
、
解
読
に
於
い
て
は
神
戸
女
子
大
学
名
誉
教
授
山
本
四
郎
先
生
、
本
学
卒
業
の
水
野
喜

　

久
子
姉
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

尚 順 書 翰
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